
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 26 日、歯舞漁港屋根付岸壁及び中央市場内にて

第 12 回「歯舞こんぶ祭り」を開催しました。同こんぶ

祭りは、歯舞産昆布の普及、拡大を目的に例年開催して

おり、今年で 12 回目を迎えました。 

この日は小雨の降る中での開催スタートとなりまし

たが、徐々に天候も回復し、約 3,500 人の方々が来場

しました。 

漁協女性部担当の飲食コーナーでは、毎年人気の昆布

うどん、昆布そば、タラ・ホタテフライセットなど歯舞

の特産品を素材に使ったメニューが並び、買い求めるお

客さんの列ができました。 

また、販売コーナーでは、昆布しょうゆなど各種昆布

製品のほか、歯舞産ホッカイシマエビ、今年 3 月に商標

登録された「金たこ」を使った加工品などが販売され、

好評を博しました。 

その他、コンブ漁体験やわんこ昆布そば大会、歯舞中

3 年生によるヨサコイ披露、歌手青山ひかるさんのステ

ージなど、会場内は大いに盛り上がりをみせました。 

ご来場いただいた皆様、並びにご協力いただいた関係

者の皆様、ありがとうございました。今後とも色々なイ

ベントを通じ、歯舞の魅力を発信していきますので、引

き続き応援よろしくお願いいたします。 

 

 

 

発行・編集：歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

歯舞地区マリンビジョン協議会事務局では、地域協働の取組みにより作られた『歯舞地

区マリンビジョン計画(平成 19 年 3 月策定)』の行動計画について、個々の推進状況など、

活動の様子について「歯舞地区マリンビジョンニュース」を発行して、地域の皆様方にお

知らせしています。 
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は ぼ ま い 

歯歯舞舞ここんんぶぶ祭祭りり  開開催催      ～～33,,550000 人人がが歯歯舞舞のの味味覚覚をを堪堪能能～～  

歯舞漁協小倉組合長の開会挨拶 

わんこ昆布そば大会 

歌手青山ひかるさんの 

ステージ 

歯舞中 3 年生によるヨサコイ コンブ漁に挑戦する小学生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 編集･発行・お問い合わせ ■ 
 ■編集・発行  歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

■お問い合わせ 事務局 担 当：根室市水産経済部水産振興課水産振興担当 

電 話：0153-23-6111 FAX：0153-24-8692 

豊里地区トーサムポロ漁港東側を開放した「歯舞の潮

干狩り」が 7 月 28 日、8 月 13 日、8 月 14 日の 3 日

間で開催され、根室市内外の家族連れを中心に約 300

人が参加しました。 

初日には午前 9 時からセレモニーが行われ、歯舞漁協

の三戸正己常務理事が「スタッフの指示に従って楽しん

でください」と挨拶しました。 

参加者らは熊手とバケツを手に各所に分散してアサ

リ掘りに奮闘！大ぶりのアサリが顔を出す度に歓声が

上がり、笑顔でアサリ掘りを楽しむ姿が多くみられまし

た。 

歯歯舞舞のの潮潮干干狩狩りり  家家族族連連れれででににぎぎわわうう  

根室市立歯舞中学校の 3 年生 13 人が 7 月 27 日、中標津空港で羽田空港から到着した観光客らに

地元特産品の「はぼまい昆布しょうゆ」を配り、ふるさとをＰＲしました。 

生徒らは、歯舞昆布の特色などを紹介した手作りのチラシと昆布しょうゆをセットにして、到着ロ

ビーに出てくる人たちへ手渡しました。 

最初は緊張気味の生

徒たちでしたが、次第に

大きな声で「いかがです

か」などと声を掛けられ

るようになり、積極的に

ＰＲすることができま

した。地元愛を深める貴

重な体験にもなったと

思います。 

歯歯舞舞中中３３年年生生  中中標標津津空空港港でで地地元元ＰＰＲＲ  

8 月 22 日〜24 日開催の第 20 回ジャパン・インターナシ

ョナル・シーフードショーの同時開催セミナー「豊洲市場

の開場に向けて〜産地市場と消費地市場のこれから〜」に

歯舞漁業協同組合・中村参事がパネリストとして参画し、

歯舞地区マリンビジョン協議会で取り組んでいる水産物ブ

ランド化の取組について、紹介させていただきました。 

パネルディスカッションでは、10 月の豊洲市場開場を契

機として、安全・安心な水産物を消費者の皆様にお届けす

るため、産地市場と消費地市場が連携して取り組んでいく

ことが確認されました。 

 

ジジャャパパンンイインンタターーナナシショョナナルルシシーーフフーードドシショョーーでで事事例例紹紹介介  

事例紹介を行う歯舞漁協中村参事 

「いっぱいとれた！」笑顔を見せる子供たち 

配布の様子。みなさん「ありがとう」と受け取ってくれました。 


